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次世代社会インフラとしてのAIネットワーク

エコシステム
業務効率化

※AIの主たる用途

少子高齢化
第一次産業・建設等

労力補填
<暗黙知抽出>
<汎用型AI>

レジリエンスな社会基盤構築
災害大国

大規模複雑情報システム
<自律分散AI>

外交・政治・産業
戦略的R&D
<AI競合>

<BigdataAI>

サイバーセキュリティ
バーチャル・リアリティ
安全・安心・信頼・信用

<分野横断型R&D>
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研究者

官

研究者・・・・・・・・研究者

・・・・・・・

横串連携が難しい

トップダウン的・野心的テーマ設定が難しい

産学連携も小粒になりがち

AIで生き残るための最後の戦略
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AIで生き残るための最後の戦略

研究者

産

研究者研究者

・・・・

産が牽引しての連携

産の連携（技術・資金・社会実装）

戦略的大規模産学連携

産 産 産

官

明確なR&D戦略

政治・外交での戦略的サポート
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シンギュ
ラリティ

感情・意識を持つAI

汎用ＡＩ
学習の追加・再利用

スーパーＡＩ
科学的発見

これからのAIの道筋（1/2）

現在
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シンギュ
ラリティ

自律型
分散型

AI

道具型
AI

これからのAIの道筋（2/2）

現在
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キャスティングボードを握れるか？

完成形AI

• 箱庭での実験（AI牧場）
• スケールした実験可能な規模
• 特区や大規模シミュレーション環境
• 大規模バーチャル空間
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可能性はある・・・・・

木を見る西洋人 vs 森を見る東洋人

一神教 vs 多神教

奴隷(道具)としてのAI vs 人と共生するAI
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直近の課題 ポスト2020・・・

2020年までに様々なAIプロジェクトが具現化
期待を下回るのは自明（バブルが弾ける）

五輪ロスの影響も大きい
如何にして軟着陸させるか・・・・

戦略的産官学研究開発
➜基礎研究・イノベーションへの投資
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